
   八潮市路上喫煙防止条例 

 （目的） 

第１条 この条例は、路上喫煙の防止に関し、市、市民等及び事業者の責

務その他必要な事項を定めることにより、路上等における喫煙マナー及

び環境美化意識の向上を図り、もって安全で快適な生活環境を確保する

ことを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。 

 ⑴ 路上喫煙 路上等においてたばこを吸うこと及び火のついたたばこ

を持つことをいう。 

 ⑵ 路上等 道路、公園その他の公共の場所（室内及びこれに準ずる環

境にある場所を除く。）をいう。 

 ⑶ 市民等 市内に居住し、若しくは滞在し、又は市内を通過する者を

いう。 

 ⑷ 事業者 市内において事業活動を行うすべての者をいう。 
 （市の責務） 

第３条 市は、路上喫煙の防止のために必要な施策を実施するものとする。 

 （市民等及び事業者の責務） 

第４条 市民等及び事業者は、路上喫煙の防止のために市が実施する施策

に協力しなければならない。 
 （路上喫煙の防止） 

第５条 市民等は、路上喫煙をしないよう努めるものとする。ただし、路

上等を管理する者が喫煙をすることができる場所として指定した場所に

ついては、この限りでない。 
 （路上喫煙禁止区域の指定） 

第６条 市長は、この条例の目的を達成するため、特に必要があると認め

る区域を路上喫煙禁止区域（以下「禁止区域」という。）として指定す

ることができる。 

２ 市長は、必要があると認めるときは、禁止区域の区域を変更し、又は

指定を解除することができる。 

３ 市長は、前２項の規定により、禁止区域を指定し、又は禁止区域の区

域を変更し、若しくは指定を解除するときは、その旨を告示しなければ



ならない。 

 （禁止区域内における路上喫煙の禁止） 

第７条 市民等は、禁止区域内において路上喫煙をしてはならない。ただ

し、路上等を管理する者が喫煙をすることができる場所として指定した

場所については、この限りでない。 

 （指導及び勧告） 

第８条 市長は、前条の規定に違反した者に対し、路上喫煙をしないよう

指導することができる。 

２ 市長は、前項の規定による指導を受けた者が当該指導に従わないとき

は、その者に対し、路上喫煙をしないよう勧告することができる。 

 （命令） 

第９条 市長は、前条第２項の規定による勧告を受けた者が当該勧告に従

わないときは、その者に対し、路上喫煙をしないよう命ずることができ

る。 

２ 市長は、必要があると認めたときは、前条第１項の規定による指導に

従わない者に対し、同条第２項の規定による勧告を行わずに、路上喫煙

をしないよう命ずることができる。 

 （八潮市行政手続条例の適用除外） 

第１０条 前条の規定による命令については、八潮市行政手続条例（平成

９年条例第２３号）第３章の規定は、適用しない。 

 （委任） 

第１１条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事

項は、規則で定める。 

 （罰則） 

第１２条 第９条の規定による命令に違反した者は、１万円以下の過料に

処する。 

   附 則 

 この条例は、平成２１年１２月１日から施行する。ただし、第６条の規

定は公布の日から、第１２条の規定は平成２２年３月１日から施行する。 

 


